
常任委員会審査報告S t a n d i n g  c o m m i t t e e

あ
る
。
ま
た
公
の
施
設
へ
の
指
定
管
理
制

度
導
入
推
進
を
図
っ
て
い
る
政
府
す
ら
、

図
書
館
へ
の
導
入
は
「
な
じ
ま
な
い
」
と

２
０
０
８
年
の
国
会
な
ど
で
述
べ
て
い
る
。

市
立
図
書
館
の
年
間
貸
し
出
し
冊
数
は
61

万
５
千
冊
以
上
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
市
立

図
書
館
の
在
り
方
は
、
全
市
民
的
課
題
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
意
見

を
よ
く
聞
き
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
を

求
め
る
が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
見

解
を
問
う
。

教
育
部
長　

図
書
館
に
は
い
ろ
い
ろ
な
関

係
機
関
、
団
体
の
方
が
組
織
す
る
図
書
館

協
議
会
が
あ
る
。ま
た
、
日
頃
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
市
民
の
声
も
あ
る
。い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

 　

松
井
　
知
の
拠
点
、
情
報
の
発
信
基
地
と

し
て
の
図
書
館
、
今
後
の
図
書
館
の
在
り

方
に
つ
い
て
。

生
涯
学
習
課
長

　

レ
フ
ァ
レ
ン

ス
の
充
実
、
読

書
活
動
の
支
援

も
進
め
、
図
書

館
業
務
に
精
通

し
た
業
者
等
の

指
定
管
理
導
入

に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

松
井
　
貧
困
対
策
法
の
教
育
、
生
活
、
保

護
者
へ
の
就
労
、
経
済
的
支
援
の
4
つ
の

柱
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

重
要
で
あ
る
。
教
育
支
援
と
し
て
生
活
困

窮
世
帯
の
子
ど
も
に
学
習
支
援
を
実
施
、

経
済
支
援
と
し
て
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
生
活
支
援
と
し

て
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
総
合
的
な
支
援
、

女
性
相
談
、
就
労
支
援
は
教
育
訓
練
給
付

事
業
、
高
等
職
業
訓
練
独
身
給
付
事
業
な

ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　

 　

一 般 質 問一 般 質 問 G qe n e r a l u e s t i o n

9 第40号
合志市議会だより

8第40号
合志市議会だより

健康福祉常任委員会 委員長
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員

松本　龍一
坂本　武人
齋藤　正昭

坂本　早苗
青木　照美
野口　正一

平
成
27
年
10
月
14
〜
16
日　

宮
城
県
角
田
市
・
石
巻
市
・
名
取
市

（
健
康
づ
く
り
支
援
課
）

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
対
象

者
の
数
と
料
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　

平
成
25
年
度
は
、
2
万
2
3
0
0

人
だ
っ
た
が
、
平
成
26
年
度
は
2
万

7
0
0
0
人
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
へ
の
市
民
の
意
識
が

高
く
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
予
防
接
種
料
金
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
が
3
種
類
か
ら
4
種
類
に
増
え

た
た
め
、
個
人
負
担
金
が
65
歳
以
上
１

3
0
0
円（
平
成
25
年
度
は
１
0
0
0

円
）、
64
歳
以
下

１
8
0
0
円（
平

成
25
年
度
は
１

5
0
0
円
）に
な

っ
た
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問　

西
合
志
東
小
第
５
学
童
ク
ラ
ブ
室

不
動
産
鑑
定
業
務
委
託
の
内
容
は
。

答　

西
合
志
東

小
学
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
者
の
増

加
に
伴
い
、
第

5
ク
ラ
ブ
を
整

備
す
る
必
要
が

あ
り
、
学
校
に

隣
接
す
る
土
地
の
用
地
交
渉
の
た
め
不

動
産
鑑
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
。な
お

ク
ラ
ブ
室
は
、
2
階
建
て
を
予
定
し
て

い
る
。

（
高
齢
者
支
援
課
）

問　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
、
施
設
の
利
用
料
を
補
助
し
て

い
る
が
、
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
の
利
用
者
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の

か
。

答　

12
月
9
日
ま
で
の
集
計
で
プ
ー
ル

は
延
べ
4
3
１
人
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
は
述
べ
3
4
4
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　

9
月
議
会
の
決
算
に
お
い
て
、
剰

余
金
が
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
現
在
高

は
い
く
ら
に
な
る
見
込
み
か
。

答　

保
険
給
付
費
に
5
5
0
0
万
円
、

償
還
金（
返
還
金
）と
し
て
5
3
0
0
万

円
程
の
支
出
が
あ
り
、
財
政
調
整
基
金

の
現
在
高
は
2
億
5
0
0
0
万
円
程
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
問　

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業
の
対

象
者
と
数
は
。

答　

高
齢
者
の
う
ち
、
要
支
援
の
認
定

ま
で
に
は
至
ら
な
い
方
が
対
象
で
、
利

用
者
数
は
月
平
均
で
18
名
程
で
あ
る
。

10
月
15
日
　
宮
城
県
石
巻
市

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
健
康
福
祉
に
関

す
る
取
り
組
み

　

石
巻
市
は
県
南
沿
岸
部
に
あ
り
、震
災

に
お
い
て
甚
大
な
被
害
と
犠
牲
者
を
出

し
た
。
今
な
お
約
8
5
0
0
世
帯
、
2
万

人
余
の
方
々
が
仮
説
住
宅
や
ア
パ
ー
ト

等
で
暮
ら
し
て
い
る
。
市
の
課
題
は
、

被
災
者
の
心
と
体
の
ケ
ア
及
び
生
活
支

援
、
仮
説
住
宅
か
ら
恒
久
的
住
宅
へ
の

移
転
、
新
し
い
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
づ
く
り
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

高
齢
者
等
の
ケ
ア
（
医
療
、
介
護
、
健

康
・
生
き
が
い
づ
く
り
）
な
ど
膨
大
か

つ
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、市
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。実
施
に
当
た
っ
て
は
、

市
を
12
の
地
区
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
置
き
、
保
健

師
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
地
域
や
個
々
の
実
情
に
即
し
た
細
や

か
な
対
応
や
支
援

を
懸
命
に
行
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う

な
大
変
な
中
、

我
々
の
視
察
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝

し
た
い
。

10
月
16
日
　
宮
城
県
名
取
市

震
災
復
興
と
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

名
取
市
は
仙
台
市
に
隣
接
し
、
生
活

環
境
、
自
然
環
境
に
優
れ
、
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
で
全
国
4
位
を
誇
る
。
し
か
し
、

震
災
に
お
い
て
市
の
3
割
が
冠
水
し
、

死
者
、
行
方
不
明
者
9
0
0
人
余
の
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
現
在
、
復
興
の
途

中
で
あ
る
が
、
合
志
市
同
様
人
口
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
子
育
て
支
援
に

も
追
わ
れ
て
い
る
。
就
学
前
の
子
ど
も

の
施
設
利
用
は
幼
稚
園
が
多
く
、
保
育

所
の
1.5
倍
程
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
し
て
、
乳
幼
児
の
オ
ム

ツ
交
換
や
授
乳
を
す
る
た
め
の
場
所
を

公
共
施
設
に
29
カ
所
、
民
間
施
設
（
銀

行
、
大
型
店
等
）
に
9
カ
所
程
設
け
て
あ

る
事
が
特
徴
的

で
あ
る
。
復
興

事
業
、
子
育
て

支
援
等
大
変
な

業
務
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
こ
と

に
敬
意
を
表
し

た
い
。

　

今
回
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
視

察
し
、
悲
し
み
や
苦
し
み
を
抱
え
な
が

ら
も
、
困
難
な
問
題
に
立
ち
向
か
わ
れ

て
い
る
姿
、
震
災
を
機
に
よ
り
一
層
地

域
や
住
民
を
守
っ
て
い
こ
う
と
さ
れ
て

い
る
姿
に
触
れ
、強
く
感
銘
を
覚
え
た
。

西合志図書館

西合志東小建設予定地

平
成
27
年
度
合
志
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

平
成
27
年
度
合
志
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
27
年
度
合
志
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

審 

査

研 

修

市
立
図
書
館
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て

濱
元
幸
一
郎 

議
員

選
挙
全
般
に
つ
い
て

松
井
美
津
子 

議
員

濱
元　

図
書
館
は
、
図
書
館
法
で
は
図
書
、

記
録
そ
の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整

理
し
、
保
存
し
て
、
一
般
公
衆
の
利
用
に

供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ヨ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
市
で
検

討
さ
れ
て
い
る
指
定
管
理
制
度
や
業
務
委

託
は
、
こ
の
図
書
館
の
役
割
に
照
ら
す
な

ら
ば
、
な
じ
ま
な
い
。
公
立
図
書
館
は
利

潤
を
追
求
す
る
施
設
で
は
な
い
。
市
が
直

接
、
住
民
の
学
習
権
を
保
障
す
る
た
め
に

責
任
を
持
つ
施
設
で
あ
る
。
現
在
市
で
検

討
し
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　

市
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、

ま
た
行
政
改
革
大
綱
に
お
い
て
、
施
設
運

営
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
の
取
り

組
み
と
し
て
業
務
委
託
の
推
進
、
指
定
管

理
制
度
の
導
入
な
ど
挙
げ
ら
れ
る
。
図
書

館
業
務
に
お
い
て
も
今
後
ど
の
よ
う
な
管

理
運
営
体
制
が
望
ま
し
い
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

濱
元　

全
国
で
は
公
立
図
書
館
に
指
定
管

理
制
度
を
導
入
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

発
生
し
、
直
営
に
戻
し
た
公
立
図
書
館
が

　

 　

松
井
　
４
月
の
市
議
選
に
お
い
て
の
投
票

率
や
課
題
に
つ
い
て
分
析
結
果
を
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

20
投
票
所
の

投
票
率
は
約
10
％
低
下
し
、
全
体
で
57
・

68
％
。
投
票
率
が
高
い
所
は
79
・
46
％
、

低
い
所
は
44
・
38
％
で
地
域
別
に
開
き
が

あ
る
。

松
井　

選
挙
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
発
達
段

階
に
応
じ
て
社
会
性
を
育
て
る
シ
チ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

市
選
管
で
は

県
が
実
施
す
る
主
権
者
教
育
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
出
前
授
業
や
模
擬
投
票
を
実
施

す
る
。

教
育
長　

主
権
者
教
育
は
、
社
会
や
政
治

に
関
心
を
持
っ
て
社
会
で
物
事
を
決
め
意

思
決
定
に
関
わ
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
必

要
な
資
質
、
能
力
、
知
識
を
養
う
教
育
で

あ
る
。

松
井
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て
。

学
校
教
育
課
長　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
学
校
の
情
報
化
教
育
の
計
画

書
を
３
月
ま
で
に
作
成
す
る
。

　

 　

石巻市

名取市


